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羽
村
市
商
工
会
青
年
部
は
商
工
会
の
内
部
組
織
と
し
て
発
足
50
年
。
若
き
事
業
者
と
し
て
、
平
和
と
繁
栄
の
実
現
を

宣
言
。「
地
域
振
興
の
先
駆
者
と
な
る
」と
掲
げ
て
お
り
、「
異
業
種
交
流
の
場
」「
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
造
」「
羽
村

市
の
活
性
化
」を
目
的
に
、
社
会
貢
献
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通

じ
て
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る

方
が
大
勢
い
ま
す
。
議
会
と
し
て
、

そ
の
よ
う
な
方
々
の
活
動
を
知
り
、

ま
た
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
ご
紹
介
し

な
が
ら
、
議
会
の
役
割
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
経
済

委
員
会
が
担
当
し
ま
し
た
。

【表紙の写真】（令和5年３月撮影）
商工会青年部の皆さん

（羽村市商工会館にて、学童クラブの子どもた
ちからのお礼の色紙や50周年記念誌を持って）

※写真撮影時のみ、マスクをはずしています。

地
市民インタビュー32

３
年
前
に
羽
村
駅
近
く
に
開
業
。
ま
ず

は
羽
村
を
知
ろ
う
と
入
会
し
ま
し
た
。

奥
野　
未
来
さ
ん（
30
） 

美
容
サ
ロ
ン
経
営

　
５
年
前
に
開

業
。
お
客
様
の

中
に
青
年
部
会

員
が
お
り
、
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

老
若
男
女
に
利
用
さ
れ
る
店
に
な
る
よ

う
に
勉
強
中
で
す
。

渡
邉　
智
美
さ
ん（
37
） 

保
育
園
経
営

　

大
学
卒
業

後
、
母
の
経
営

す
る
保
育
園
の

園
長
と
な
り
、

生
ま
れ
育
っ
た

小
作　
優
太
郎
さ
ん（
22
） 造
園
士

　
創
業
30
年
の

造
園
業
を
営
む

父
が
青
年
部
に

所
属
し
て
い
ま

し
た
。
日
ご
ろ

の
連
携
が
大
事
と
の
教
え
に
共
感
し
、
跡

継
ぎ
の
勉
強
の
た
め
入
会
。
１
年
前
に
大

学
教
育
学
部
を
卒
業
し
た
ば
か
り
で
す
。

津
川　
芳
乃
さ
ん（
40
） ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
経
営

　
以
前
、
市
外

の
サ
ロ
ン
で
働

い
て
い
た
時

「
青
梅
線
沿
い

に
も
お
店
が
あ

れ
ば
」
と
の
お
客
様
の
声
に
惹
か
れ
、

入
会
の
き
っ
か
け
は

堀
江　
秀
徳
さ
ん（
42
） 

動
物
病
院
経
営

　
10
年
前
、
あ

き
る
野
市
か
ら

来
て
開
業
。
仲

間
づ
く
り
と
補

助
金
融
資
の
申

込
手
続
き
な
ど
も
学
び
た
く
て
入
会
し
、

現
在
、
部
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
青
年

部
で
は
、
月
に
一
回
、
全
体
会
議
を
開

い
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
、
全
国
商
工
会
青
年
部
連
合

会
か
ら
青
年
部
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」部
門
で
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

羽
村
へ
恩
返
し
を
し
た
く
て
、
青
年
部

に
加
わ
り
ま
し
た
。

浦
野　
健
太
さ
ん（
42
） 

建
築
士

　
父
が
経
営
す

る
建
築
会
社
で
、

一
級
建
築
士
と

し
て
働
い
て
い

ま
す
。
前
部
長

に
誘
わ
れ
て
入
会
。
困
り
ご
と
な
ど
を

異
業
種
仲
間
の
知
恵
で
助
け
ら
れ
て
い

て
、社
会
勉
強
の
場
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

高
橋　
優
貴
さ
ん（
25
）  

商
工
会
職
員

　
商
工
会
の
職

員
で
す
。
青
年

部
担
当
と
し
て
、

全
体
の
補
佐
、

ま
と
め
役
と
し

て
力
を
発
揮
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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▲�50周年記念式典には近隣商工会
や青年部OBなど多数が列席。

　（令和4年11月20日）

◀�トウガラシの収穫も
行っています

▶�専門の機材を使って
学童クラブを清掃

羽村市商工会青年部

 �会員　‌�70人
 �入会要件　‌�商工業を営む 

年齢が45歳以下の方
 �連絡先　‌�羽村市商工会

	 羽村市栄町2-28-7 
	 042-555-6211

インタビューを終えて

　情報収集や自身の課題解決が入会の
動機。同世代の仲間との地域活成化や
ボランティア活動を通して視野を広
げ、仕事に役立てるという。
　青年部はそれぞれの可能性を伸ばす

「自己実現」の場でした。
*　*　*　*　*　*

お忙しいところご協力いただき、
ありがとうございました。

　羽村市商工会は約1,500社の商工業者が所
属。青年部は市の助成を受け、地域活性化事
業等を行う。部員はいずれかの委員会に所属
し、ボランティア活動もしています。

活
動
を
通
し
て
成
長

堀
江　
「
産
業
祭
な
ど
で
の
青
年
部
伝

統
焼
き
そ
ば
作
り
」「
夏
ま
つ
り
の
サ

ン
バ
の
企
画
運
営
」「
視
察・研
修
旅
行
」

の
３
つ
の
委
員
会
が
あ
り
、
ど
れ
か
に

所
属
し
、
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
サ
ン

バ
は
、
各
グ
ル
ー
プ
へ
の
参
加
依
頼
や

送
迎
、
着
替
え
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
警

備
体
制
な
ど
を
市
職
員
と
相
談
し
進
め
、

大
変
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
そ
の
分
、

観
客
の
笑
顔
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。

浦
野　
焼
き
そ
ば
は「
大
盛
り
で
安
い
」

と
子
ど
も
た
ち
に
大
評
判
で
す
。

津
川　
視
察
で
は
、
先
進
地
の
商
工
会

と
の
交
流
を
通
し
て
、
自
分
の
事
業
を

知
っ
て
も
ら
い
、
羽
村
の
素
晴
ら
し
さ

も
Ｐ
Ｒ
で
き
、
嬉
し
い
で
す
。

小
作　
新
潟
県
の
燕
三
条
に
20
人
で
訪

問
し
た
際
に
は
、
醸
造
所
や
キ
ャ
ン
プ

用
品
会
社
を
視
察
。
多
様
な
働
き
方
を

見
て
、創
意
工
夫
の
意
欲
が
わ
き
ま
し
た
。

奥
野　
商
工
会
主
催
の「
激
辛
フ
ェ
ス
」

で
は
市
と
農
商
工
が
連
携
し
、
農
業
後

継
者
ク
ラ
ブ
が
生
産
し
た
ト
ウ
ガ
ラ
シ

を
各
店
舗
が
使
用
し
ま
す
。
同
じ
接
客

業
で
も
飲
食
店
な
ら
で
は
の
視
点
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

学
童
ク
ラ
ブ
清
掃
な
ど
社
会
貢
献
も

堀
江　
年
に
一
回
、
全
国
の
商
工
会
青

年
部
が
地
域
貢
献
事
業
に
取
組
む「〝
絆
”

感
謝
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、
市
内
の

学
童
ク
ラ
ブ
の
清
掃
を
し
て
い
ま
す
。

12
か
所
の
う
ち
、
９
か
所
は
先
生
方
が

清
掃
す
る
と
知
り
、
力
に
な
れ
れ
ば
、

と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
。

浦
野　
約
20
人
で
半
日
か
け
、
床
や
屋

根
な
ど
、
普
段
手
の
届
か
な
い
所
の
清

掃
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で

も
、
西
多
摩
保
健
所
か
ら
学
ん
だ
除
菌

対
策
で
手
助
け
で
き
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
が
記
憶
し
、
大
人
に
な
っ
て
青
年

部
に
入
会
し
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す

ね（
笑
）

創
立
50
周
年
記
念
式
典
は

�

新
た
な
ス
タ
ー
ト

高
橋　
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
事
務
方

と
し
て
予
算
を
組
み
、
案
内
状
を
用
意
。

青
年
部
の
歴
史
も
知
り
、
視
点
が
変
わ

り
ま
し
た
。

渡
邉　
式
典
に
向
け
て
、
熱
い
意
見
を

出
し
合
い
、
部
長
が
方
向
性
を
導
き
ま

し
た
。
今
後
は
、
保
育
園
園
長
と
し
て

の
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
羽
村
市
を
盛
り

上
げ
て
い
け
る
よ
う
努
力
し
た
い
で
す
。

今
後
の
課
題
と
目
指
す
方
向
は

高
橋　
令
和
５
年
度
か
ら
、
入
会
年
齢

の
上
限
が
42
歳
か
ら
45
歳
ま
で
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。

堀
江　
同
じ
悩
み
を
共
有
す
る
、
若
い

仲
間
た
ち
と
出
会
う
こ
と
で
、
こ
の
経

験
を
活
か
し
て
、「
長
」の
品
格
を
身
に

付
け
、
職
場
を
活
性
化
さ
せ
て
ほ
し
い

で
す
。
人
を
育
て
、
羽
村
に
愛
着
心
を

持
っ
て
も
ら
う
。
現
在
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
通

販
が
主
流
で
す
が
、
対
面
が
大
切
。
コ

ン
パ
ク
ト
な
羽
村
の
あ
り
方
だ
と
思
い

ま
す
。
伝
統
を
残
し
つ
つ
、
変
革
の
先

駆
者
を
目
指
し
ま
す
。
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「子どもたちへの投資」「市民の安全・安心対策への投資」「行政のデジタル化への投資」
次代につながる「３つの投資」に重点

過去最大規模の
新年度予算を可決

一般会計歳入歳出総額236億9,700万円
　3月14日〜 16日に、17人の委員で構成された一般会計等予算審査特別委員会を開催し、
令和5年度予算について審査しました。その結果、一般会計と4つの特別会計、2つの公営企
業会計の新年度予算をすべて可決すべきと決定しました。この特別委員会の審査結果を本会
議最終日に報告し、7つの会計すべてを原案のとおり可決しました。

市税（43.1%）
102億2,094万円
市民税や固定資産税など

繰入金（5.0%）
11億8,913万円
財政調整基金、特定目的基金

市債（2.8%）
６億5,080万円
市の借入金

諸収入（1.６%）
3億8,６81万円
資源ごみ回収売払代金や市公
式サイトなどへの有料広告掲
載料など

使用料及び手数（1.5%）
3億６,６40万円
公共施設の使用料や放置自転車撤
去手数料など

地方交付税（1.9%）
4億６,113万円
地方公共団体の財源の不均衡を調整する
ために国から交付されるもの

その他（4.8%）
11億2,177万円

（自主財源）財産収入や寄付
金など

（依存財源）各種交付金など

地方消費税交付金
（5.9%）
13億9,344万円
都が収入した地方消費税の
うち、市に交付される交付金

国庫支出金（18.1%）
42億7,６６8万円
特定の事務事業に対し国か
ら交付される資金

都支出金（15.3%）
3６億2,990万円
特定の事務事業に対し都か
ら交付される資金

歳  入
依

存
財
源

自
主
財
源
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歳　出

令和5年度予算審査
「子どもたちへの投資」「市民の安全・安心対策への投資」「行政のデジタル化への投資」

次代につながる「３つの投資」に重点

民生費（50.６%）　
119億8,524万円
◦ 介護サービス事業所への人

材育成支援
◦ 学童クラブにおける児童育

成の充実、連携アドバイザ
ーの活用による運営の充実

◦ 高校生等医療費助成事業の
実施

総務費 （11.7%）
27億６,33６万円
◦ 東京都パートナーシップ宣誓制度との連携によ

る市民サービスの充実
◦ 「生理の貧困」への支援として生理用品の配布
◦ 行政評価への外部評価の導入
◦ 「LINE」を活用した行政サービスの提供

教育費（11.8%）
27億8,６87万円
◦ 学校での市図書館所蔵資料返却の試行実施
◦ 「コミュニティ・スクール」の導入（栄小学校、羽

村第一中学校）
◦ スイミングセンターを活用した水泳授業の試行

実施（松林小学校、武蔵野小学校）

土木費 （7.8%）
18億5,303万円
◦ 指定管理者制度を導入した公園、

児童遊園の管理運営
◦ 市道、公共建築物の改修工事
◦ 市道第2002号線（羽村駅前中央

通り）の無電柱化事業の実施

衛生費（9.0%）
21億2,233万円
◦ 妊婦健康診査の公

費負担が受けられ
る実施機関の拡充

◦ 外来生物（アライ
グマ、ハクビシン）
の防除事業の実施

消防費（3.4%）
8億1,352万円
◦ 消防団員の処遇改善と消防団機能の充実
◦ 避難行動要支援者個別避難計画の作成

公債費（3.3%）
7億9,197万円
◦ 借入金の返済

その他（2.4%）
農林費、商工費、議会費など
5億8,0６8万円
◦ 農業委員会サポートシステムの導入
◦ 企業誘致の促進への積極的な取組み
◦ 「市民まつり（仮称）」の実施

令和５年度予算の
こんなことに注目しました
借り入れた市債などの返済のために

産業振興や議会運営のために

高齢者、障がい者、
保育など福祉の充実
のために

学校教育や文化・スポーツの振興のために
行政運営・コミュニティの
振興のために

予防接種や保健衛生、
ごみ処理などのために

道路や公園、市街地などの
整備や維持管理のために

火災や地震など災害への備えのために
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委
員
の
質
疑

一
般
会
計
歳
入

市
民
税
の
増
額
を
見
込
ん
だ
根
拠
は
。

統
計
調
査
を
基
に
個
人
所
得
の
増

加
と
、
企
業
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ

り
業
績
の
回
復
を
見
込
ん
だ
た
め
。

令
和
５
年
度
か
ら
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
寄
付
金
が
６
５
０
万
円
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
概
要
は
。

市
外
に
本
社
の
あ
る
企
業
が
、
市

の
実
施
す
る
事
業
に
共
感
す
る
場
合
、

寄
付
を
い
た
だ
く
も
の
。
実
施
計
画
に

定
め
る
事
業
か
ら
対
象
事
業
を
抽
出
し
、

市
公
式
サ
イ
ト
で
周
知
す
る
予
定
で
あ
る
。

都
税
の
交
付
金
で
あ
り
、
市
町
村

の
従
業
員
数
に
応
じ
て
配
分
さ
れ
る
法

人
事
業
税
交
付
金
の
増
加
理
由
は
。

都
内
の
企
業
収
益
が
堅
調
に
推
移

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
た
た
め
。

令
和
４
年
度
は
約
５
億
円
の
市
有

地
売
却
を
し
た
が
、
令
和
５
年
度
の
予

算
額
は
約
１
０
０
０
万
円
弱
で
あ
る
。

今
後
、
大
き
な
売
却
は
計
画
し
て
い
る
か
。

令
和
５
年
度
は
計
画
し
て
い
な
い
。

一
般
会
計
歳
出

■
行
政
運
営

令
和
５
年
度
予
算
に
お
け
る
経
常

収
支
比
率
の
試
算
値
は
。

99
・
４
％
と
見
込
ん
で
い
る
。

臨
時
財
政
対
策
債
の
返
済
見
込
み

は
い
つ
に
な
る
か
。

令
和
５
年
度
以
降
借
り
な
か
っ
た

場
合
、
25
年
度
で
償
還
完
了
と
な
る
が
、

今
後
も
活
用
し
な
が
ら
財
政
運
営
を
し

て
い
く
。

「
３
つ
の
投
資
」
に
重
点
を
置
い

た
予
算
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
費
は
。

「
子
ど
も
た
ち
へ
」
６
億
８
１
５

５
万
５
０
０
０
円
、
「
市
民
の
安
全
・

安
心
対
策
へ
」
28
億
１
４
９
８
万
９
０

０
０
円
、
「
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
」

６
２
３
３
万
９
０
０
０
円
で
あ
る
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事

業
な
ど
の
縮
小
に
よ
る
、
若
い
世
代
の

移
住
・
定
住
へ
の
影
響
を
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

市
外
に
向
け
た
２
つ
の
事
業
を
縮

小
し
た
が
、
今
後
は
、
市
内
の
方
へ
注

力
し
た
事
業
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と

と
し
、
影
響
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

まずは区画整理事業の見直しを
　放課後子ども教室の回数増、市道改修工事など
評価できる施策があるものの、児童育成手当ての
対象者を狭めるなど、市民サービスの削減が含ま
れた。一方、羽村駅西口土地区画整理事業会計には、
6億6,904万円を繰り出す。財政が厳しいのであれ
ば、まずは区画整理事業の見直しを進めなければ、
市民の納得は得られない。� ＜日本共産党＞

反対

委員の討論（一般会計）

市民に寄り添った行政運営を望む
　東京都パートナーシップ宣誓制度との連携・多
様な性への理解を深めるための取組み、学童クラ
ブ入所申請の電子化、公共施設予約システムのオ
ンライン決済の導入、都市防災機能強化につなが
る市道第2002号線の無電柱化も評価する。予算
に基づき、市民に寄り添った行政運営を着実に遂
行することを強く望み、賛成。�＜令和かがやき＞

賛成

市民サービス向上へ3つの投資を評価
　「子どもたちへの投資」「市民の安全・安心対策
への投資」「行政のデジタル化への投資」に重点を
置く予算を評価したい。新たな取組みを各分野で
実施するために積極的に予算化がなされ、行財政
改革をさらに推し進め、市民サービスの向上を目
指していこうとする予算に賛成。
� ＜公明党＞

賛成

新たな事業への創意工夫を認める
　236億9,700万円と過去最大規模の予算である。
スイミングセンターを活用した松林小学校・武蔵
野小学校の水泳授業の実施、富士見小学校内への
学童クラブ設置、市道第2002号線の無電柱化事
業の実施など、限られた予算の中でも創意工夫が
見られ、市民福祉の向上につながるものと認めら
れるため、賛成。� ＜新緑会＞

賛成

　一般会計については、８件の討論があり、採決の結果、賛成多数で可決すべきものと決定しました。

令和５年度予算審査
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公費での妊婦健康診査を行う際に
必要な受診票

シティプロモーション推進事業のひ
とつ「愛情はむら写真展」

富士見第一・第二学童クラブ

■
福
祉
・
健
康

今
後
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
。

令
和
５
年
度
は
公
費
負
担
で
、
春

に
高
齢
者
等
の
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い

方
に
１
回
追
加
の
接
種
を
実
施
し
、
秋

に
５
歳
以
上
の
全
て
の
方
を
対
象
に
接

種
を
実
施
す
る
。

精
神
障
害
に
も
対
応
し
た
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
協
議
の
場

の
設
置
の
目
的
は
。

精
神
障
害
の
あ
る
人
が
、
退
院
後

も
地
域
で
安
心
し
て
自
分
ら
し
く
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、保
健・医
療・

福
祉
の
関
係
機
関
が
連
携
を
強
化
す
る

こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
い
る
。

■
子
ど
も
・
子
育
て

妊
婦
健
康
診
査
の
公
費
負
担
が
受

け
ら
れ
る
実
施
機
関
を
拡
充
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
そ
の
内
容
は
。

今
ま
で
は
実
施
機
関
が
医
療
機
関

に
限
ら
れ
、
助
産
所
で
受
診
す
る
場
合
、

後
日
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を
要

す
る
償
還
払
い
で
あ
っ
た
。
令
和
５
年

度
は
助
産
所
窓
口
で
も
公
費
負
担
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

富
士
見
小
学
校
内
で
の
学
童
ク
ラ

ブ
運
営
の
モ
デ
ル
実
施
の
時
期
と
対
象
は
。

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
開
始
。

対
象
は
小
学
校
１
年
生
の
予
定
だ
が
、

兄
弟
姉
妹
で
の
入
所
も
考
え
、
利
用
者

の
意
向
も
確
認
し
、
検
討
す
る
。

学
童
ク
ラ
ブ
運
営
の
モ
デ
ル
実
施

に
係
る
事
業
費
が
２
７
９
０
万
５
０
０

０
円
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
内
訳
は
。

民
間
事
業
者
の
運
営
委
託
料
や
、

学
童
ク
ラ
ブ
と
し
て
使
用
す
る
教
室
２

部
屋
の
内
装
改
修
工
事
費
、
ロ
ッ
カ
ー

な
ど
の
備
品
購
入
費
な
ど
で
あ
る
。

持続可能な羽村市の発展に期待
　令和５年度実施計画に事業見直しの効果額は約
4,000万円とある。一方で公共施設等総合管理計
画には、建築物等の更新費用は年２億6,000万円
の財源不足が示されている。令和５年度は、施設
の整理統合の検討や使用料の適正化がすすみ、持
続可能な羽村市に発展する予算と捉え、賛成。
� ＜自由民主党創生＞

賛成 子どもたちへの施策を評価
　厳しい財政状況の中で３つの投資を明確にし、特
に子どもたちへの投資に力を入れ、幅広い施策が進
むことを評価する。地球温暖化防止・海洋汚染防止
も緊急課題であり、脱プラスチックなどの対策強化
を望む。羽村駅西口土地区画整理事業への繰り出し
金は、仮住まいの早期解消のみに充当し、事業は抜
本的に見直すべきである。� ＜市民ネットワーク＞

賛成

区画整理事業の見直しに期待
　予算は６億5,080万円を借り入れ、基金11億
8,912円を取り崩す赤字編成である。早急に、収
支バランスの均衡を図るべき。財政再建に向けて
全事業の見直しや市単独事業の縮小、廃止の検討
は理解する。財政悪化の要因は区画整理事業の約
7億円である。事業は今後見直しに向かうことを
期待する。� ＜世論＞

賛成 持続可能な財政運営を目指した予算
　厳しい財政状況の中ではあるが、「学童クラブの
学校施設内での運営」や「借地の返還による経常経
費の削減」など、これまで提案してきた施策が盛り
込まれており、持続可能な財政運営を目指した内
容である。引き続き、行財政改革に強力に取り組
み、持続可能な行財政運営を行うことを強く要望
し、賛成。� ＜新政会＞

賛成

令和５年度予算審査
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小学校の水泳授業を試行実施する
スイミングセンター

取得手続きを進める弓道場用地

はむら夏まつりの要素を取り入れ
ていく産業祭

予
算
規
模　
59
億
２
６
３
０
万
円

予
算
規
模　
14
億
９
７
８
０
万
円

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
研
修
の
内
容
は
。

昨
年
度
と
同
様
に
、
当
事
者
に
話

を
聞
き
、
実
際
の
事
例
へ
の
検
討
な
ど

も
行
う
予
定
で
あ
る
。

幼
稚
園
の
送
迎
バ
ス
等
に
お
け
る

園
児
の
置
き
去
り
が
な
い
よ
う
、
安
全

装
置
設
置
を
国
が
義
務
付
け
た
が
、
設

置
時
期
は
。

経
過
措
置
と
し
て
令
和
5
年
度
末

ま
で
の
設
置
と
な
る
が
、
国
か
ら
は
６

月
末
ま
で
の
設
置
を
求
め
る
通
知
が
送

付
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
対
応
に
努

め
て
い
く
。

■
く
ら
し

新
た
に
開
始
す
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利

用
し
た
市
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
の
内
容
は
。

Ａ
Ｉ
を
利
用
し
た
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ

ト
機
能
で
、
市
民
が
い
つ
で
も
情
報
の

受
信
や
問
合
せ
が
で
き
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
充
実
に
効
果
が
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
用
し
て
い

な
い
市
民
へ
不
利
益
と
な
ら
な
い
か
。

従
来
の
サ
ー
ビ
ス
も
継
続
し
て
い
く
。

産
業
祭
に
、
は
む
ら
夏
ま
つ
り
の

要
素
を
取
り
入
れ
る「
市
民
ま
つ
り

（
仮
）」の
事
業
補
助
金
の
算
出
根
拠
は
。

コ
ロ
ナ
禍
前
の
事
業
費
を
参
考
に
、

会
場
整
備
費
用
な
ど
を
算
出
し
た
。

羽
村
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
役
割
は
。

「
羽
村
駅
西
口
地
区
の
都
市
基
盤

整
備
に
関
す
る
基
本
方
針
」に
基
づ
き
、

土
地
区
画
整
理
事
業
の
検
討
を
す
る
中

で
、
技
術
的
な
助
言
を
い
た
だ
く
。

■
安
全
・
安
心

外
来
生
物
防
除
の
具
体
的
な
取
組

み
と
市
民
の
費
用
負
担
は
。

問
合
せ
が
あ
っ
た
場
合
、
市
職
員

が
訪
問
し
、
委
託
業
者
が
罠
を
設
置
・

捕
獲
し
て
処
分
を
行
う
。
市
民
の
費
用

負
担
は
な
い
。

市
道
第
２
０
０
２
号
線
を
無
電
柱

化
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

都
市
防
災
機
能
の
強
化
、
安
全
で

快
適
な
歩
行
空
間
の
確
保
、
良
好
な
都

市
景
観
の
創
出
で
あ
る
。

■
教
　
育

ス
イ
ミ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
小
学
校

の
水
泳
授
業
の
試
行
実
施
を
開
始
す
る

が
、
今
後
全
校
で
実
施
す
る
計
画
は
。

ま
ず
は
、
２
校
で
試
行
実
施
し
、

課
題
点
を
整
理
し
、市
内
の
小・中
学
校

で
も
実
施
で
き
る
か
考
え
て
い
き
た
い
。

学
校
で
の
市
図
書
館
所
蔵
資
料
返

却
の
実
施
は
全
校
で
行
わ
れ
る
の
か
。

小
学
校
・
中
学
校
の
各
１
校
で
試

行
実
施
す
る
。
将
来
的
に
、
全
校
の
学

校
図
書
室
で
市
図
書
館
資
料
の
貸
出
・

返
却
が
で
き
る
よ
う
、
検
証
し
て
い
く
。

公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の
更
改

で
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
が
可
能
と
な
る
が
、

手
数
料
は
ど
の
く
ら
い
か
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
は
３
パ
ー
セ
ン

ト
程
度
、
コ
ン
ビ
ニ
決
済
で
は
数
百
円

を
見
込
ん
で
い
る
。
手
数
料
は
、
利
用

者
負
担
と
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

弓
道
場
用
地
の
取
得
を
行
う
が
、

弓
道
場
以
外
の
土
地
利
用
の
考
え
は
。

弓
道
の
普
及
促
進
に
努
め
、
指
定

管
理
者
と
と
も
に
弓
道
場
と
し
て
の
管

理
運
営
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

特
別
会
計

■
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

特
定
健
診
の
結
果
、
再
受
診
が
必

要
な
方
へ
の
受
診
勧
奨
を
ど
う
取
り
組

む
か
。令

和
５
年
度
は
、
電
話
勧
奨
を
実

施
せ
ず
、
そ
の
効
果
を
検
証
し
て
い
く
。

ま
た
、
市
公
式
サ
イ
ト
な
ど
で
通
知
を

行
う
段
階
で
、
再
受
診
の
必
要
性
を
お

知
ら
せ
し
、
無
症
状
で
も
再
受
診
い
た

だ
け
る
よ
う
勧
奨
し
て
い
く
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
会
計

被
保
険
者
数
の
増
加
理
由
と
今
後

の
動
向
は
。

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
へ
移
行
し
た
こ
と
が
理
由
だ
と
捉

え
て
い
る
。
令
和
７
年
度
ま
で
ピ
ー
ク

が
続
く
と
想
定
さ
れ
る
。

令和５年度予算審査
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フレイル予防体操教室の様子

予
算
規
模　
41
億
４
３
７
０
万
円

予
算
規
模　
17
億
１
６
７
６
万
円

予
算
規
模　
17
億
４
９
０
２
万
円

予
算
規
模　
15
億
５
０
５
０
万
円

適切な予算措置と評価

　令和５年度の予算総額は、歳入
歳出ともに15億5,050万円となっ
ている。西口土地区画整理事業は、
市の将来にとって大変重要な事業
であり、厳しい財政状況下ではある
が、優先順位をつけ、着実に事業
を推し進めていく必要があると考え
る。関係権利者に不利益が生じな
いよう、計画的かつ着実な事業推
進を図るための適切な予算措置で
ある。� ＜新政会＞

賛成 問題点の多い事業に反対

　広い道路を作るため1,000棟を
取り壊し移動する事業は20年目を
迎えた。83億円を支出するも市民
に役立つ道路はなく、都道も完了
時期は未定。全市民一人あたり40
万円の負担で、来年度予算の半分
は借金である。移転交渉で「同意し
ないのはお宅だけ」などの圧力をか
けており、認められない。
� ＜世論＞

反対

■
介
護
保
険
事
業
会
計

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員

の
対
応
力
強
化
・
充
実
へ
の
取
組
み
は
。

専
門
職
研
修
の
受
講
を
支
援
し
て

い
る
。
都
の
モ
デ
ル
事
業
に
参
加
す
る

中
で
、
対
応
力
の
強
化
も
進
め
て
い
く
。

フ
レ
イ
ル
予
防
体
操
教
室
の
詳
細
は
。

じ
ゅ
ら
く
苑
の
ほ
か
、
い
こ
い
の

里
で
も
新
た
に
開
催
す
る
。

■
羽
村
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
会
計

埋
蔵
文
化
財
調
査
で
返
地
時
期
に

影
響
は
あ
る
の
か
。

現
在
、
調
査
を
行
っ
て
い
る
部
分

は
、大
き
な
影
響
は
な
い
と
捉
え
て
い
る
。

令
和
５
年
度
の
事
業
費
や
業
務
委

託
契
約
金
額
の
減
額
理
由
と
工
事
内
容
は
。

区
画
道
路
の
築
造
工
事
が
な
く
、

施
工
規
模
減
少
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

仮
換
地
先
整
備
の
た
め
の
ア
ク
セ
ス
道

路
の
整
備
や
羽
村
東
小
学
校
の
歩
道
拡

幅
工
事
な
ど
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

公
営
企
業
会
計

■
水
道
事
業
会
計

国
、
都
、
市
の
耐
震
化
率
は
。

全
国
は
令
和
２
年
度
末
で
18
・
３

パ
ー
セ
ン
ト
、
都
の
耐
震
継
手
率
は
令

和
３
年
度
で
48
パ
ー
セ
ン
ト
、
市
は
令

和
５
年
度
末
で
７
・
82
パ
ー
セ
ン
ト
を

見
込
ん
で
い
る
。

震
災
発
生
時
の
被
害
想
定
は
。

立
川
断
層
帯
地
震
の
想
定
で
は
、

断
水
率
が
67
・
１
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

■
下
水
道
事
業
会
計

長
寿
命
化
工
事
の
進
捗
率
は
。

令
和
５
年
度
の
汚
水
管
の
劣
化
状

況
を
確
認
す
る
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
調
査
は

72
パ
ー
セ
ン
ト
、
汚
水
管
内
面
補
修
工

事
は
65
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
、
マ
ン
ホ
ー

ル
蓋
の
更
新
は
70
パ
ー
セ
ン
ト
を
見
込

ん
で
い
る
。

　羽村駅西口土地区画整理事業会計については、２件の討論があり、採決の結果、
賛成多数で可決すべきものと決定しました。

その他の特別会計、公営企業会計については、反対・賛成の討論はなく、いずれ
も全会一致で可決すべきものと決定しました。

※�

内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
会
議
録
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
会
議
録
は
議
会
終
了
後

２
か
月
程
度
で
で
き
あ
が
り
ま
す
。

　

�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
会
議
録
を
ご
覧
に
な
る
場
合
は
、「
羽
村
市
議
会
」→「
会
議
録
の
検
索
と

閲
覧
」→「
令
和
５
年
」→「
一
般
会
計
等
予
算
審
査
特
別
委
員
会
」

委員の討論（羽村駅西口土地区画整理事業会計）

令和５年度予算審査
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審議した主な議案

議
案 

審 

議

市
長
提
出
議
案

■�

損
害
賠
償
責
任
の
限
度
額
を
規
定

羽
村
市
長
等
の
損
害
賠
償
責
任
の

一
部
免
責
に
関
す
る
条
例

【
主
な
内
容
】　
地
方
自
治
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
市
長
や
職
員
等
の
市
に
対
す

る
損
害
賠
償
責
任
の
一
部
を
免
責
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
必
要
な
事
項
を
定
め

る
た
め
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

【
施
行
日
】　
令
和
５
年
４
月
１
日

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

■�

い
じ
め
防
止
等
の
対
策
を
推
進
す

る
た
め
、
新
た
な
条
例
を
制
定

羽
村
市
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
条

例
【
主
な
内
容
】　
い
じ
め
の
防
止
等
の
た

め
の
対
策
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、

市
、
学
校
、
教
職
員
及
び
保
護
者
の
責

務
並
び
に
地
域
住
民
の
役
割
を
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
、
対
策
の
基
本
と
な

る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
総
合

的
か
つ
効
果
的
に
対
策
を
推
進
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
条
例
を
制
定
す

る
も
の
で
す
。

【
施
行
日
】　
令
和
５
年
４
月
１
日

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

■�

自
動
車
運
行
時
に
乳
幼
児
の
所
在

確
認
を
行
う
こ
と
を
規
定

羽
村
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
主
な
内
容
】　
関
係
法
令
の
施
行
に
伴

い
、
安
全
計
画
の
策
定
や
自
動
車
運
行

時
の
乳
幼
児
の
所
在
の
確
認
、
衛
生
管

理
な
ど
の
規
定
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、

懲
戒
に
係
る
権
限
の
濫
用
禁
止
の
規
定

を
削
除
す
る
も
の
で
す
。

【
施
行
日
】　
令
和
５
年
４
月
１
日
、
懲

戒
に
係
る
権
限
の
濫
用
禁
止
の
規
定
の

削
除
に
つ
い
て
は
、
公
布
の
日

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

質
疑

安
全
計
画
は
い
つ
ま
で
に
作
成
す

る
の
か
。

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
安
全
計

画
の
策
定
が
義
務
化
さ
れ
る
た
め
、
す

で
に
事
業
所
に
周
知
し
、
計
画
策
定
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

■�

第
１
回
定
例
会
（
３
月
）
に
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

新
年
度
予
算
案
７
件
（
４
～
９
ペ
ー
ジ
）
の
ほ
か
に
、
条
例
に

関
す
る
議
案
19
件
、
補
正
予
算
案
８
件
、
そ
の
他
議
案
２
件
、

あ
わ
せ
て
36
件
を
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

■�

委
員
会
提
出
議
案
は
、
新
規
条
例
案
１
件
、
条
例
改
正
案
１
件
、

規
則
改
正
案
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

■�

審
査
し
た
陳
情
７
件
は
、
６
件
が
不
採
択
、
１
件
が
趣
旨
採
択

と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
議
案
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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放水訓練を行う消防団員

■�
緩
和
措
置
と
し
て
の
市
独
自
の
特

例
支
給
の
基
準
を
見
直
し

羽
村
市
児
童
育
成
手
当
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

【
主
な
内
容
】　
児
童
育
成
手
当（
障
害

手
当
）の
市
独
自
の
所
得
制
限
に
係
る

特
例
支
給
に
つ
い
て
、
基
準
の
見
直
し

を
行
う
も
の
で
す
。

【
施
行
日
】　
令
和
５
年
４
月
１
日

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

質
疑

条
例
改
正
に
よ
り
、
影
響
を
受
け

る
人
数
と
金
額
は
。

17
人
を
想
定
し
、
市
の
支
給
額
は

１
０
８
万
円
の
減
額
と
な
る
。

見
直
し
の
判
断
を
し
た
理
由
は
。

東
京
都
の
所
得
基
準
見
直
し
の
緩

和
措
置
と
し
て
実
施
し
て
20
年
が
た
ち
、

一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
と
判
断
し
た

た
め
。討

論

反
対　
財
政
難
を
理
由
に
、
障
害
の

あ
る
子
ど
も
を
育
て
る
保
護
者
へ
の
手

当
を
先
に
見
直
す
こ
と
は
順
番
が
違
う
。

ま
ず
は
、
区
画
整
理
事
業
の
予
算
を
縮

減
す
べ
き
。�

（
日
本
共
産
党
）

賛
成　
将
来
に
わ
た
り
安
定
的
な
財

政
運
営
を
行
う
た
め
に
は
、
や
む
を
得

な
い
と
考
え
る
。
今
後
も
速
や
か
に
支

援
の
手
が
届
く
運
営
を
心
が
け
る
こ
と

を
望
み
、
賛
成
。�

（
新
緑
会
）

賛
成　
緩
和
措
置
と
し
て
開
始
し
20

年
が
経
過
し
た
。
市
の
財
政
状
況
を
考

慮
す
れ
ば
見
直
し
も
必
要
。
今
後
、
新

た
な
支
援
策
を
講
じ
る
な
ど
支
援
策
の

充
実
を
要
望
し
、
賛
成
。�

（
新
政
会
）

■�
初
任
層
に
重
点
を
置
い
た
改
定

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

【
主
な
内
容
】　
東
京
都
人
事
委
員
会
勧

告
を
勘
案
し
、
給
与
水
準
の
公
民
較
差

の
是
正
を
図
る
と
と
も
に
、
厳
し
い
財

政
状
況
を
踏
ま
え
、
地
域
手
当
、
管
理

職
手
当
の
減
額
措
置
を
延
長
す
る
も
の

で
す
。

【
施
行
日
】　
公
布
の
日
、
初
任
給
・
給

料
表
の
改
定
は
令
和
４
年
４
月
１
日
、

勤
勉
手
当
の
改
定
は
令
和
４
年
12
月
１

日
か
ら
適
用

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

質
疑

近
隣
の
市
町
村
と
比
較
し
て
初
任

給
の
差
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
か
。

給
料
表
が
同
じ
で
あ
り
、
初
任
給

は
同
様
だ
が
、
地
域
手
当
の
支
給
率
が

羽
村
市
よ
り
高
い
た
め
、
地
域
手
当
分

の
差
が
生
じ
て
い
る
。

地
域
手
当
は
、
市
の
財
政
状
況
を

勘
案
し
て
減
額
措
置
を
し
て
い
る
が
、

規
定
ど
お
り
に
戻
す
考
え
は
あ
る
か
。

財
政
状
況
を
見
な
が
ら
、
職
員
組

合
と
も
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

■�

消
防
団
員
の
出
動
報
酬
基
準
を
新

た
に
設
置

羽
村
市
消
防
団
員
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

【
主
な
内
容
】　
消
防
団
員
の
処
遇
改
善

を
図
る
た
め
、
総
務
省
消
防
庁
の
基
準

に
基
づ
き
、
消
防
団
員
が
災
害
時
等
に

出
動
し
た
際
の
出
動
報
酬
を
新
た
に
設

け
る
も
の
で
す
。

【
施
行
日
】　
令
和
５
年
４
月
１
日

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

質
疑

消
防
庁
の
基
準
は
１
日
８
０
０

０
円
だ
が
、
市
独
自
の
報
酬
区
分
を

定
め
た
の
は
な
ぜ
か
。

消
防
団
本
部
と
意
見
交
換
を
行

い
、
出
動
時
間
の
実
績
を
考
慮
し
て

３
つ
の
時
間
区
分
を
設
け
た
。

■�

消
防
団
員
の
資
格
要
件
を
拡
充

羽
村
市
消
防
団
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

【
主
な
内
容
】　
消
防
団
員
の
確
保
を

図
る
た
め
、
在
住
、
在
勤
の
要
件
を

見
直
し
、
年
齢
上
限
を
満
45
歳
未
満

か
ら
満
55
歳
未
満
に
引
き
上
げ
る
も

の
で
す
。

【
施
行
日
】　
令
和
５
年
４
月
１
日

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

※�
内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
中
継

（
３
月
７
日
・
３
月
24
日
分
）で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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■市長提出議案の議決結果
＜第１回定例会（３月）で全会一致となった議案＞（令和５年度当初予算を除く）

件名 議決結果
羽村市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

原案可決

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例　→P11

羽村市長等の給料等に関する条例の一部を改正する条例

令和５年度における羽村市長等の給料等の特例に関する条例

羽村市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例→P10

羽村市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正す
る条例

羽村市子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例

羽村市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

羽村市国民健康保険条例の一部を改正する条例

羽村市消防団条例の一部を改正する条例　→P11

羽村市消防団員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例　→P11

羽村市健康で安心して暮らせるまちづくり基金条例を廃止する条例

羽村市被災者一時宿泊所条例を廃止する条例

羽村市長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例　→P10

羽村市いじめ防止対策推進条例　→P10

羽村市福祉センター条例の一部を改正する条例

羽村市介護保険条例の一部を改正する条例

羽村市印鑑条例の一部を改正する条例

損害賠償額の決定について

令和4年度羽村市一般会計補正予算（第8号）

令和4年度羽村市国民健康保険事業会計補正予算（第3号）

令和4年度羽村市後期高齢者医療会計補正予算（第2号）

令和4年度羽村市介護保険事業会計補正予算（第3号）

令和4年度羽村市福生都市計画事業羽村駅西口土地区画整理事業会計補正予算（第2号）

令和4年度羽村市水道事業会計補正予算（第2号）

令和4年度羽村市下水道事業会計補正予算（第2号）

令和5年度羽村市一般会計補正予算（第1号）

教育委員会委員の任命について 原案同意

■各会派の賛否■	 　議案／	 〇…賛成　　×…反対　

	 　陳情／	 〇…採択　　×…不採択　　□□…趣旨採択　　　　　
■会 派 名■	 　緑…新緑会　　公…公明党　　　　　　　令…令和かがやき　　共…日本共産党
	 　新…新政会　　ネ…市民ネットワーク　　世…世論　　　　　　自…自由民主党創生

凡　
例

※�表中の二段書きは、
　会派内で賛否が分かれたことを表します。
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＜令和5年度当初予算の議決結果＞

件名
（詳細は P4～ P9をご参照ください）

会派名（数字は人数）
本会議での
議決結果緑 公 令 共 新 ネ 世 自

（4）（4）（3）（2）（2）（1）（1）（1）
一般会計予算 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇

原案可決

羽村市国民健康保険事業会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
羽村市後期高齢者医療会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
羽村市介護保険事業会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

羽村市福生都市計画事業羽村駅西口土地区画整理
事業会計予算

〇
〇 〇 × 〇 × × 〇

×
羽村市水道事業会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
羽村市下水道事業会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

＜第１回定例会（３月）で賛否の分かれた議案＞（令和５年度当初予算を除く）

件名
会派名（数字は人数）

議決結果緑 公 令 共 新 ネ 世 自
（4）（4）（3）（2）（2）（1）（1）（1）

羽村市児童育成手当条例の一部を改正する条例
→ P11

〇
〇 〇 × 〇 × × 〇 原案可決

×

■陳情の審議結果

件名 審査した
委員会

会派名（数字は人数）
本会議での
議決結果緑 公 令 共 新 ネ 世 自

（4）（4）（3）（2）（1）（1）（1）（1）
消費税・適格請求書等保存方式（インボ
イス制度）の導入延期を働きかける国へ
の意見書提出を求める陳情書

総務
委員会

〇
× × 〇 × 〇 〇 × 不採択

×

憲法第 16 条の解釈を明らかにすること
を求める陳情 × × × × × × × × 不採択

指定管理者について、明らかにすること
を求める陳情 × × × × × × × × 不採択

羽村市内にドッグランの設置を求める陳
情書

厚生
委員会 □□ □□ □□ ― □□ □□ □□ □□ 趣旨採択※

「羽村駅西口土地区画整理事業」の見直し
を求める陳情書

議会運営
委員会

〇
× × 〇 × 〇 〇 × 不採択

×

介護保険制度の改善を求める陳情書 厚生
委員会

〇
×

〇
〇 × 〇 〇 × 不採択

× ×
※�趣旨採択を求める討論と採決（採択）を求める討論があり、まず趣旨採択を諮った結果、賛成多数で趣旨採択と

決定しました。

■委員会提出議案の審議結果
件名 提出した委員会 本会議での

議決結果
羽村市議会の個人情報の保護に関する条例

議会運営
委員会 原案可決羽村市議会委員会条例の一部を改正する条例

羽村市議会会議規則の一部を改正する規則
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市政について問う

一
般�

質�

問

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
の
施
策
の
状
況
に
つ
い

て
質
問
す
る
こ
と
で
す
。

第
１
回
定
例
会
で
は
、

２
月
28
日
、
３
月
１
日
、
２
日
の
３
日
間
に
わ
た
り

16
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま
す

※
原
稿
は
、
議
員
自
身
が
要
約
し
作
成
し
て
い
ま
す
。

※
答
弁
内
容
は
、
３
月
時
点
の
も
の
で
す
。

羽
村
消
防
署
は

 

設
置
で
き
な
い
か

質
問
　
常
備
消
防
を
東
京
消
防

庁
に
委
託
し
て
い
る
理
由
は
。

市
長
　
行
政
需
要
の
増
大
の
た

め
で
あ
る
。

質
問
　
羽
村
消
防
署
を
開
設
す

る
よ
う
、
東
京
消
防
庁
に
働
き

か
け
で
き
な
い
か
。

市
長
　
設
置
を
求
め
る
考
え
は

な
い
。

質
問
　
稲
城
市
の
よ
う
に
常
備

消
防
を
運
営
し
て
は
ど
う
か
。

市
長
　
現
行
通
り
、
東
京
都
へ

委
託
す
る
方
法
が
合
理
的
か
つ

効
果
的
で
あ
る
。

「
浮
き
こ
ぼ
れ
」
支
援
に
つ
い
て

　
「
浮
き
こ
ぼ
れ
」
は
「
落
ち

こ
ぼ
れ
」
の
対
義
語
で
、
高
い

学
力
が
あ
る
児
童
・
生
徒
を
指

す
言
葉
で
あ
る
。

質
問
　「
浮
き
こ
ぼ
れ
」
支
援

に
つ
い
て
、
学
校
で
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
で
き
る
か
。

教
育
長
　
教
師
が
授
業
力
を
高

め
る
校
内
研
修
会
に
お
い
て
、

当
該
教
科
を
得
意
と
す
る
子
ど

も
が
さ
ら
に
学
び
を
深
め
広
げ

る
た
め
の
支
援
策
を
用
意
し
て

実
施
し
、
授
業
後
、
妥
当
性
に

つ
い
て
協
議
し
て
い
る
。

加
美
会
館
の
大
規
模
改
修
と

 

公
共
施
設
の
維
持
に
つ
い
て

質
問
　
工
事
の
内
容
は
。

市
長
　
空
調
設
備
、
屋
上
防
水
、

外
壁
改
修
、
ト
イ
レ
改
修
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
等
の
工
事
を
行
う
。

質
問
　
羽
村
市
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
の
想
定
よ
り
早
く

人
口
減
少
が
進
ん
で
い
る
。
施

設
の
整
理
統
合
が
必
要
で
は
。

市
長
　
人
口
減
少
で
財
源
は
必

然
的
に
変
化
し
て
い
く
た
め
、

施
設
の
集
約
化
・
複
合
化
・
多

機
能
化
に
取
り
組
む
必
要
性
が

高
ま
っ
て
い
く
も
の
と
捉
え
て

い
る
。

《Ｑ》羽村消防署は設置できないか
《Ａ》東京都に設置を求める考えはない

福生消防署羽村出張所

濱中 俊男 議員（新緑会）
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羽
村
の
ま
ち
づ
く
り
の
未
来
は

水
道
事
業
に
つ
い
て

質
問
　
東
京
都
水
道
事
業
と
の

一
元
化
に
つ
い
て
市
の
考
え
を

聞
く
。

市
長
　
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ

た
施
策
を
推
進
し
つ
つ
、
水
道

料
金
の
適
正
化
な
ど
も
含
め
、

あ
ら
ゆ
る
方
策
を
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

下
水
道
事
業
に
つ
い
て

質
問
　
都
は
、「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

強
靭
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
資
す

る
市
町
村
下
水
道
事
業
へ
の
支

援
へ
の
充
実
に
つ
い
て
」
を
本

年
１
月
に
発
表
し
た
。
市
の
取

組
み
は
。

市
長
　
都
の
動
向
を
注
視
し
、

制
度
化
し
た
際
に
は
、
最
大
限

活
用
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

羽
村
の
教
育
に
明
る
い
未
来
を

質
問
　
幼
保
小
の
連
携
と
架
け

橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
来

年
度
以
降
の
取
組
み
は
。

教
育
長
　「
幼
保
小
の
連
絡
会
」

を
年
間
３
回
開
催
す
る
。
令
和

６
年
度
以
降
も
継
続
し
て
さ
ら

な
る
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

質
問
　
校
則
の
見
直
し
は
社
会

の
変
化
等
を
踏
ま
え
た
、
柔
軟

性
あ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
。

教
育
長
　
子
ど
も
た
ち
が
校
則

に
つ
い
て
検
討
す
る
過
程
で
、

保
護
者
等
の
意
見
を
参
考
と
し

て
取
り
入
れ
る
な
ど
、
校
長
会

で
働
き
か
け
て
い
く
。

質
問
　
市
が
理
想
と
す
る
教
育

像
を
ど
う
描
い
て
、
未
来
に
繋

い
で
い
く
の
か
。

教
育
長
　
次
代
を
担
う
人
材
を

育
成
す
る
こ
と
は
、
最
も
重
要

な
「
未
来
へ
の
投
資
」
で
あ
る
。

「
全
て
の
子
ど
も
の
よ
さ
と
可

能
性
を
引
き
出
し
、
伸
ば
す
教

育
」
を
実
現
し
て
い
く
。

石居 尚郎 議員（公明党）

《Ｑ》東京都水道事業との一元化について
《Ａ》あらゆる方策を検討していく必要がある

羽村堰近くにある東京都水道局羽村取水
管理事務所

《Ｑ》移動販売の具体的検討は進んでいるか

《Ａ》相談があった場合には積極的に支援していく

高
齢
者
に
や
さ
し
い

�

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

質
問
　
買
い
物
難
民
の
た
め
の

移
動
販
売
の
具
体
的
検
討
は
進

ん
で
い
る
か
。

市
長
　
市
内
事
業
者
か
ら
移
動

販
売
に
つ
い
て
相
談
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
積
極
的
に
支
援
し

て
い
く
。

質
問
　
移
動
販
売
車
の
駐
車
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
の
た
め
に
、
公

園
の
駐
車
場
な
ど
の
無
償
提
供

や
情
報
提
供
な
ど
の
支
援
を
し

て
は
。

市
長
　
事
業
者
か
ら
公
園
の
駐

車
場
な
ど
の
公
共
施
設
を
無
償

提
供
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、

相
談
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
他

事
業
者
と
の
公
平
性
な
ど
も
考

慮
し
検
討
し
て
い
く
。

子
育
て
し
や
す
い�

�

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

質
問
　
日
本
経
済
新
聞
社
等
が

実
施
し
た
２
０
２
２
年
版
「
共

働
き
子
育
て
し
や
す
い
街
ラ
ン

キ
ン
グ
」
全
国
４
位
の
高
評
価

を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
は
。

市
長
　
市
公
式
サ
イ
ト
や
公
式

T
w
i
t
t
e
r
、
Y
o
u
T
u
b
e

な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
発

信
し
、
市
へ
の
転
入
の
促
進
と

定
住
に
繋
げ
て
い
く
。

愛
玩
動
物
・
ペ
ッ
ト
に
つ
い
て

質
問
　
横
浜
市
の
よ
う
に
費
用

補
助
を
行
い
、犬
や
猫
の
マ
イ
ク

ロ
チ
ッ
プ
装
着
を
推
進
し
て
は
。

市
長
　
現
時
点
で
は
装
着
費
用

を
補
助
す
る
考
え
は
な
い
が
、

有
用
性
な
ど
を
周
知
し
て
い
く
。

質
問
　
市
が
狂
犬
病
の
特
例
制

度
に
参
加
し
な
い
理
由
は
。

市
長
　
西
多
摩
地
域
で
統
一
し

た
対
応
を
執
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
登
録
事
務
に
関
す
る
課
題

を
整
理
し
、
今
後
の
対
応
を
検

討
す
る
。

高田 和登 議員（新緑会）

市内を巡回する移動販売車のひとつ
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教
育
行
政
の

�

デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

質
問
　
保
護
者
か
ら
の
各
種
手

続
き
で
オ
ン
ラ
イ
ン
化
し
て
い

る
手
続
き
は
あ
る
か
。

教
育
長
　
別
途
書
類
の
提
出
が

必
要
に
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

現
時
点
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
化
し

て
い
る
手
続
き
は
な
い
。

質
問
　
今
後
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化

す
る
手
続
き
は
あ
る
か
。

教
育
長
　
市
民
の
利
便
性
を
踏

ま
え
、
電
子
申
請
等
の
業
務
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
つ
い
て
、
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
申
請
時
の
書
類
の

簡
素
化
な
ど
を
検
討
し
た
上
で
、

各
種
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
は
む
ら
ん
」の

 

広
域
連
携
に
つ
い
て

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
近
隣

自
治
体
へ
の
乗
り
入
れ
や
相
互

乗
り
入
れ
を
行
う
こ
と
で
、
交

流
人
口
の
増
加
や
利
用
市
民
の

利
便
性
の
向
上
、
市
内
経
済
・

西
多
摩
全
体
の
経
済
活
性
化
に

も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

質
問
　
羽
村
駅
・
小
作
駅
・
河

辺
駅
・
福
生
駅
・
箱
根
ヶ
崎
駅

な
ど
を
結
節
点
と
し
て
広
域
連

携
を
図
る
こ
と
に
つ
い
て
市
の

考
え
は
ど
う
か
。

市
長
　
既
存
の
バ
ス
や
タ
ク
シ

ー
等
の
交
通
事
業
者
と
の
競
合

の
可
能
性
な
ど
の
問
題
も
あ
る

た
め
、
慎
重
に
対
応
す
る
必
要

が
あ
る
。
西
多
摩
地
域
の
広
域

連
携
の
促
進
や
共
通
課
題
の
解

決
策
と
し
て
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
を
は
じ
め
、
広
域
公
共
交
通

で
あ
る
モ
ノ
レ
ー
ル
や
路
線
バ

ス
な
ど
の
有
効
性
、
実
現
性
等

に
つ
い
て
、
近
隣
自
治
体
間
で

情
報
交
換
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

冨松 崇 議員（新政会）

《Ｑ》今後、オンライン化する手続きはあるか

《Ａ》各種手続きのオンライン化について研究していきたい

市内を走るコミュニティバス「はむらん」

今
後
の
羽
村
駅
西
口

 

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

質
問
　
区
画
整
理
基
本
方
針
の

優
先
整
備
の
進
め
方
は
。

市
長
　
土
地
区
画
整
理
事
業
を

ベ
ー
ス
に
進
め
て
い
く
。
併
せ

て
、
令
和
５
年
度
に
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
助
言
等
を
得
な
が
ら
、

整
備
手
順
や
事
業
費
削
減
の
方

策
、
土
地
区
画
整
理
事
業
以
外

の
整
備
手
法
を
エ
リ
ア
の
特
性

を
考
慮
し
て
地
区
の
一
部
に
取

り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ

い
て
、
庁
内
で
検
討
し
て
い
く
。

質
問
　
３
・
４
・
12
号
線
整
備

と
羽
村
大
橋
拡
幅
工
事
に
つ
い

て
東
京
都
と
の
協
議
状
況
は
。

市
長
　
関
係
権
利
者
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

道
路
用
地
の
確
保
を
進
め
る
と

と
も
に
警
視
庁
と
の
協
議
に
向

け
、
東
京
都
と
協
議
を
進
め
て

い
る
段
階
で
あ
る
。

災
害
へ
の
万
全
な

 

備
え
の
た
め
の
訓
練
に
つ
い
て

質
問
　
総
合
防
災
訓
練
は
、
災

害
協
定
を
締
結
し
た
団
体
を
含

め
、
現
実
を
想
定
し
た
も
の
に

し
て
は
ど
う
か
。

市
長
　
こ
れ
ま
で
も
災
害
時
応

援
協
定
を
締
結
し
て
い
る
団
体

と
の
訓
練
を
実
施
し
て
お
り
、

今
後
も
、
よ
り
実
践
的
な
訓
練

と
な
る
よ
う
訓
練
内
容
を
検
討

し
て
い
く
。

歩
行
者
・
自
転
車
の

�

交
通
安
全
に
つ
い
て

質
問
　
自
転
車
通
行
帯
の
市
内

道
路
の
設
置
状
況
は
ど
う
か
。

市
長
　
市
道
の
改
修
工
事
に
合

わ
せ
て
自
転
車
レ
ー
ン
等
の
表

示
を
行
っ
て
い
る
。

秋山 義徳 議員（新政会）

《Ｑ》区画整理基本方針の優先整備の進め方は

《Ａ》土地区画整理事業をベースに進めていく考え

区画整理で造成工事完了間近の川崎４丁目
エリア
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大塚 あかね 議員（令和かがやき）

《Ｑ》市役所に証明書が取得できるマルチコピー機の設置を！
《Ａ》コンビニ交付でき、来庁せずに利便が図られている

市
民
に
よ
り
優
し
く
、
環
境
に
も

優
し
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
求
め
る

質
問
　
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
の
あ

る
コ
ン
ビ
ニ
で
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
で
印
鑑
登
録
証
明

書
が
取
得
で
き
る
。
市
役
所
に

も
設
置
し
て
は
。

市
長
　
市
内
28
か
所
で
コ
ン
ビ

ニ
交
付
が
で
き
、
市
民
の
皆
様

の
利
便
が
図
ら
れ
て
い
る
と
捉

え
て
い
る
。
今
後
、
行
政
手
続

き
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
動
向
を
注

視
し
て
い
く
。

質
問
　
高
騰
す
る
電
気
代
の
節

約
の
た
め
に
も
ウ
ォ
ー
ム
シ
ェ

ア
、
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト

を
市
役
所
内
に
設
け
て
は
。

市
長
　
昨
年
夏
に
熱
中
症
対
策

と
し
て
、
涼
ん
で
い
た
だ
け
る

休
憩
場
所
を
市
役
所
な
ど
の
共

用
ス
ペ
ー
ス
に
設
け
た
。
今
後

も
取
組
み
を
継
続
し
て
い
く
。

質
問
　
三
回
目
の
質
問
と
な
る

が
、「
給
水
ス
ポ
ッ
ト
」
を
設

置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
公
共
施
設
に
設
置
し
て

い
る
冷
水
機
や
給
水
栓
を
給
水

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

少
子
化
対
策
に
つ
い
て
問
う

　
市
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
か

つ
て
、
島
し
ょ
部
を
除
き
東
京

都
市
区
町
村
で
第
１
位
だ
っ
た

が
、令
和
３
年
で
は
１
・
22
人
と

全
国
平
均
１
・
37
を
下
回
っ
た
。

質
問
　
出
生
数
を
増
や
す
取
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面

か
ら
の
取
組
み
を
進
め
る
。

質
問
　
子
育
て
世
代
の
転
入
、

定
住
促
進
と
し
て
、「
子
育
て

支
援
認
定
住
宅
」
に
つ
い
て
取

り
組
ん
で
は
。

市
長
　
効
果
的
な
事
業
に
つ
い

て
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
質
問

市
の
農
業
を
ど
の
よ
う
に
支
え
て

い
く
の
か
／
介
護
す
る
家
族
を
支

え
る
取
組
み
を

市
内
に
あ
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の

マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機

奨
学
金
の
返
還
支
援
に
つ
い
て

質
問
　
市
と
し
て
、
奨
学
金
の

返
還
を
支
援
す
る
制
度
を
考
え

て
は
。

市
長
　
地
方
創
生
の
取
組
み
と

し
て
、
先
行
自
治
体
の
導
入
効

果
な
ど
を
調
査・研
究
し
て
い
く
。

質
問
　
社
員
の
奨
学
金
返
還
を

支
援
す
る
、
代
理
返
還
制
度
を
、

市
内
企
業
へ
推
奨
し
て
は
。

市
長
　
企
業
の
人
材
確
保
に
つ

な
が
る
制
度
で
あ
り
、
商
工
会

と
連
携
し
、
周
知
に
努
め
る
。

子
ど
も
の
特
性
に
応
じ
た
、

�

自
立
と
社
会
参
加
で
き
る

�

学
習
支
援
を

質
問
　
文
部
科
学
省
の
調
査
結

果
で
、
発
達
障
害
の
可
能
性
の

あ
る
小
・
中
学
生
の
割
合
は
、

８
・
８
％
で
約
10
人
に
１
人
と

の
こ
と
だ
が
、
市
内
の
状
況
は
。

教
育
長
　
小
学
校
は
９
・
２
％
、

中
学
校
が
14・６
％
で
、令
和
３

年
度
と
比
べ
増
加
傾
向
に
あ
る
。

質
問
　
市
内
の
学
校
で
、
発
達

性
読
み
書
き
障
害
「
デ
ィ
ス
レ

ク
シ
ア
」の
疑
い
が
あ
る
児
童・

生
徒
を
把
握
し
て
い
る
か
。
ま

た
、
早
期
発
見
に
向
け
た
取
組

み
が
必
要
で
は
。

教
育
長
　
教
育
委
員
会
へ
の
報

告
は
な
い
が
、
早
期
に
発
見
・

支
援
に
つ
な
ぐ
よ
う
、
学
校
を

挙
げ
て
対
応
し
て
い
る
。

質
問
　「
Ｍ
Ｉ
Ｍ
」
と
い
う
指

導
モ
デ
ル
は
、
全
教
科
の
学
力

向
上
に
有
効
と
の
こ
と
で
あ
る
。

よ
り
効
果
の
高
い
教
材
等
の
活

用
を
。

教
育
長
　
各
学
校
と
連
携
し
、

子
ど
も
た
ち
の
学
び
に
と
っ
て

有
効
な
指
導
法
や
教
材
の
研
究

を
行
っ
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
質
問

「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
と
ま
ち

の
活
性
化
に
つ
い
て

西川 美佐保 議員（公明党）

《Ｑ》市内企業に「奨学金の代理返済」を推進しては！
《Ａ》企業の人材確保につながり、周知に努める

企業の奨学金代理返還の仕組み
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《Ｑ》市民活動団体へのデジタル化の支援を
《Ａ》ＬＩＮＥで市の公式アカウントの開設を計画している

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

 

支
え
る
取
組
み
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
人
的
交
流
機

会
の
大
幅
な
減
少
や
、
高
齢
化
、

人
口
減
少
、
町
内
会
・
自
治
会

加
入
率
の
低
下
な
ど
の
課
題
が

あ
る
。

質
問
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ

の
充
実
し
た
サ
ポ
ー
ト
を
、
市

民
と
共
に
考
え
て
は
。

市
長
　
市
民
活
動
団
体
交
流
会

を
調
整
の
う
え
実
施
し
、
市
民

活
動
の
一
層
の
活
性
化
を
図
り
、

共
に
考
え
て
い
く
。

質
問
　
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
解

消
の
取
組
み
や
市
民
活
動
団
体

の
情
報
発
信
、情
報
へ
の
ア
ク
セ

ス
な
ど
の
充
実
に
向
け
た
デ
ジ

タ
ル
化
へ
の
支
援
の
取
組
み
は
。

市
長
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座

の
実
施
を
継
続
し
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

を
利
用
し
て
市
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
を
開
設
し
、
問
合
せ
や
情
報

発
信
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
令

和
５
年
度
か
ら
開
始
で
き
る
よ

う
計
画
し
て
い
る
。

公
園
、
街
路
等
で
の

 

雑
草
や
樹
木
管
理
に
つ
い
て

　
枝
落
ち
や
落
葉
は
時
に
危
険

が
あ
り
、
落
葉
時
期
や
日
々
の

雑
草
の
清
掃
も
課
題
が
あ
る
。

質
問
　「
イ
チ
ョ
ウ
」
な
ど
の

落
葉
除
去
の
負
担
は
大
き
い
。

対
策
の
検
討
を
す
べ
き
で
は
。

市
長
　
樹
木
の
状
況
な
ど
を
調

査
し
、
成
長
に
影
響
の
な
い
範

囲
で
落
葉
前
の
剪
定
を
実
施
し

て
い
る
。

質
問
　
街
路
樹
に
よ
る
歩
道
の

根
上
が
り
は
歩
行
者
な
ど
の
通

行
に
支
障
を
き
た
す
場
面
が
多

い
。
ど
う
対
応
す
る
か
。

市
長
　
適
宜
対
応
、
改
善
を
図

っ
て
い
る
。
道
路
改
修
等
を
実

施
す
る
際
に
は
、
樹
種
に
も
配

慮
し
た
樹
木
の
更
新
等
を
検
討

し
て
い
く
。

富永 訓正 議員（公明党）

街路樹による歩道の根上がり

物
価
高
・
イ
ン
フ
レ
に

�

ど
う
対
応
す
る
考
え
か

質
問
　
急
激
な
物
価
上
昇
で
最

も
影
響
を
受
け
る
、
生
活
保
護

受
給
者
や
年
金
生
活
者
を
ど
う

支
援
し
て
い
く
考
え
か
。

市
長
　
国
は
住
民
税
非
課
税
世

帯
等
に
対
し
、
緊
急
支
援
給
付

金
事
業
を
行
い
、
市
も
緊
急
支

援
給
付
金
を
支
給
し
た
。
都
は
、

東
京
お
こ
め
ク
ー
ポ
ン
事
業
を

実
施
す
る
。
国
や
都
の
交
付
金
、

補
助
金
な
ど
の
情
報
収
集
に
努

め
、
必
要
な
支
援
策
を
引
き
続

き
検
討
し
て
い
く
。

質
問
　
市
長
は
級
地
区
分
の
見

直
し
の
要
望
書
を
国
の
機
関
に

提
出
し
た
が
、
そ
の
目
的
は
。

市
長
　
職
員
の
地
域
手
当
の
地

域
格
差
是
正
と
介
護
保
険
制
度

の
地
域
区
分
格
差
の
是
正
を
求

め
る
た
め
で
あ
る
。

質
問
　
要
望
書
に
は
、
地
域
手

当
制
度
で
初
任
給
が
最
低
賃
金

を
下
回
る
問
題
が
生
じ
る
と
あ

る
が
、
羽
村
市
の
現
状
は
。

市
長
　
高
卒
の
市
職
員
の
月
給

額
を
１
か
月
の
平
均
所
定
勤
務

時
間
数
で
割
る
と
１
０
１
０
円

と
な
り
、
都
の
最
低
賃
金
の
１

０
７
２
円
を
下
回
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
後
の
夏
の

 

イ
ベ
ン
ト
の
方
針
を
問
う

　
コ
ロ
ナ
後
で
イ
ベ
ン
ト
や
行

事
が
ど
う
変
わ
る
か
、
よ
り
丁

寧
な
説
明
が
必
要
と
考
え
、
質

問
す
る
。

質
問
　
は
む
ら
夏
ま
つ
り
を
、

産
業
祭
と
同
時
開
催
す
る
よ
う

だ
が
、
そ
の
理
由
は
。

市
長
　
持
続
可
能
な
市
民
ま
つ

り
と
し
て
、
新
し
い
生
活
様
式

に
沿
っ
た
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開

催
し
て
い
く
た
め
で
あ
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

空
き
家
対
策
を
急
げ
／
羽
村
駅
西

口
土
地
区
画
整
理
事
業
は
見
直
し

を
明
言
す
べ
き

《Ｑ》物価高にどう対応するか
《Ａ》国や都の交付金など情報を収集し、必要な支援策を検討する

馳平 耕三 議員（令和かがやき）

はむら夏まつりの要素を取り入れて
新たに開催される産業祭
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生
活
支
援
に
つ
い
て

質
問
　
小
・
中
学
校
の
給
食
費

に
つ
い
て
、
全
員
に
対
し
て
所

得
制
限
な
し
の
無
償
化
を
実
施

す
る
た
め
に
は
、
ど
の
く
ら
い

の
予
算
が
必
要
か
。

教
育
長
　
市
の
児
童
・
生
徒
全

員
の
給
食
費
を
無
償
化
す
る
に

は
、
令
和
４
年
度
の
児
童
・
生

徒
数
で
試
算
す
る
と
、
小
学
生

分
は
約
１
億
１
８
０
０
万
円
、

中
学
生
分
が
約
７
３
０
０
万
円
、

合
わ
せ
て
、
約
１
億
９
１
０
０

万
円
の
予
算
が
必
要
と
な
る
。

質
問
　
無
償
化
に
つ
い
て
考
え

て
い
る
か
。

教
育
長
　
無
償
化
の
実
施
の
検

討
に
つ
い
て
は
、学
校
給
食
組
合

等
と
の
協
議
が
必
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
現
時
点
で
は
、

財
政
負
担
の
観
点
か
ら
実
現
は

難
し
い
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

羽
村
駅
西
口
土
地

 

区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

質
問
　
ど
の
よ
う
な
見
直
し
を

行
う
の
か
。

市
長
　「
羽
村
駅
西
口
地
区
の

都
市
基
盤
整
備
に
関
す
る
基
本

方
針
」
に
基
づ
き
、
当
該
地
区

の
都
市
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、

土
地
区
画
整
理
事
業
を
ベ
ー
ス

に
事
業
を
進
め
て
い
く
考
え
で

あ
る
。
併
せ
て
、
令
和
５
年
度

に
、
実
務
者
と
し
て
の
知
識
と

経
験
を
有
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
助
言
等
を
得
な
が
ら
、
整
備

手
順
や
事
業
費
削
減
の
方
策
や

土
地
区
画
整
理
事
業
以
外
の
整

備
手
法
を
エ
リ
ア
の
特
性
を
考

慮
し
て
地
区
の
一
部
に
取
り
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か

に
つ
い
て
、
庁
内
で
検
討
し
て

い
く
。

《Ｑ》給食費の無償化は可能か

《Ａ》財政負担の観点から実現は難しい

小学校給食

櫻沢 康 議員（新緑会）

山崎 陽一 議員（世論）

区
画
整
理
撤
回
要
求
第
63
弾

質
問
　「
羽
村
駅
西
口
地
区
の

都
市
基
盤
整
備
に
関
す
る
基
本

方
針
」
を
聞
く
。

市
長
　
検
証
会
議
の
提
言
を
受

け
、
土
地
区
画
整
理
事
業
を
ベ

ー
ス
に
事
業
を
進
め
る
。
令
和

５
年
度
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
助

言
等
を
得
て
、
整
備
手
順
や
事

業
費
削
減
の
方
策
、
別
の
整
備

手
法
を
地
区
の
一
部
に
取
り
入

れ
ら
れ
る
か
を
半
年
か
け
て
検

討
。
権
利
者
や
市
民
の
声
な
ど

を
聴
く
時
期
は
、
必
要
に
応
じ

て
検
討
す
る
。

質
問
　
事
業
開
始
か
ら
20
年
、

こ
れ
ま
で
の
移
転
棟
数
は
。

市
長
　
予
定
２
３
２
棟
、
実
績

は
１
７
６
棟
を
見
込
ん
で
い
る
。

質
問
　
２
０
２
２
、
２
０
２
３

年
度
の
移
転
棟
数
と
仮
換
地
先

使
用
は
委
託
期
間
内
か
。

市
長
　
２
０
２
２
年
度
は
14
棟
、

２
０
２
３
年
度
は
17
棟
の
移
転

を
含
め
移
転
交
渉
は
64
棟
。
仮

換
地
先
使
用
は
事
業
委
託
終
了

後
の
２
０
２
６
年
度
で
、
中
断

移
転
棟
数
は
52
棟
を
見
込
む
。

質
問
　
公
社
委
託
契
約
４
年
間

の
予
算
と
執
行
額
は
。

市
長
　
78
億
５
７
２
０
万
円
で
、

市
負
担
額
は
40
億
５
２
０
万
円
。

２
０
２
２
年
度
ま
で
の
３
年
間

の
執
行
額
は
43
億
６
８
２
４
万

円
で
。
市
負
担
額
は
22
億
７
５

１
４
万
円
。

質
問
　
市
長
は
「
仮
住
ま
い
者

の
換
地
先
使
用
が
最
優
先
。
こ

れ
以
上
広
げ
ず
、
４
年
の
債
務

負
担
行
為
内
で
の
事
業
を
す

る
」
と
、
答
弁
。
委
託
契
約
終

了
後
の
中
断
移
転
は
、
こ
れ
に

反
し
て
い
な
い
か
。

市
長
　
実
施
に
当
た
り
、
権
利

者
の
皆
さ
ま
へ
の
影
響
を
見
極

め
な
が
ら
、
慎
重
に
対
応
す
る
。

《Ｑ》「羽村駅西口地区都市基盤整備の基本方針」は

《Ａ》区画整理事業をベースに、事業費削減や別手法も検討する

新しい家屋も取り壊す、区画整理事業
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羽
村
駅
西
口
区
画
整
理
は
、

 

今
こ
そ
抜
本
的
な
見
直
し
を

　
「
羽
村
駅
西
口
地
区
の
都
市

基
盤
整
備
に
関
す
る
基
本
方

針
」
の
具
体
策
を
問
う
。

質
問
　
不
要
移
転
棟
数
を
増
や

し
事
業
費
削
減
、
駅
前
広
場
の

優
先
整
備
は
ど
の
よ
う
に
進
め

る
の
か
。

市
長
　
土
地
区
画
整
理
事
業
を

ベ
ー
ス
に
進
め
る
。
令
和
５
年

度
は
、
実
務
者
と
し
て
の
知
識

と
経
験
を
有
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
助
言
を
得
な
が
ら
、
整
備

手
順
や
事
業
費
削
減
の
方
策
、

別
の
整
備
手
法
を
エ
リ
ア
の
特

性
を
考
慮
し
、
地
区
の
一
部
に

取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か

ど
う
か
庁
内
で
検
討
し
て
い
く
。

質
問
　
市
民
の
意
見
聴
取
は
い

つ
行
う
の
か
。

市
長
　
必
要
に
応
じ
検
討
す
る
。

質
問
　
都
市
計
画
道
路
３・４・

12
号
線
は
、
18
メ
ー
ト
ル
幅
で

十
分
で
は
な
い
か
。

市
長
　
24
メ
ー
ト
ル
か
ら
40
メ

ー
ト
ル
の
幅
員
だ
が
、
今
後
東

京
都
や
警
視
庁
と
の
協
議
を
踏

ま
え
、
具
現
化
さ
れ
る
も
の
と

捉
え
て
い
る
。

契
約
制
度
の
改
革
を

 

さ
ら
に
進
め
よ
う

質
問
　
羽
村
市
の
契
約
す
る
業

務
で
、
男
女
間
の
賃
金
格
差
に

つ
い
て
把
握
し
て
い
る
か
。

市
長
　
男
女
間
の
賃
金
格
差
に

つ
い
て
把
握
し
て
い
な
い
が
、

各
法
令
を
遵
守
し
、
賃
金
の
支

払
い
が
さ
れ
て
い
る
と
捉
え
て

い
る
。

質
問
　
公
契
約
条
例
は
、
非
正

規
雇
用
の
改
善
や
男
女
間
の
賃

金
格
差
の
解
消
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
が
、
ど
う
か
。

市
長
　
賃
金
格
差
の
解
消
に
一

定
の
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

事
務
執
行
体
制
や
事
業
者
の
理

解
な
ど
課
題
が
あ
り
、

研
究
し
て
い
く
。

家屋の取り壊しが続いている

《Ｑ》３・４・１２号線は１８メートル幅で十分では
《Ａ》道路の幅は、都や警視庁と協議し具現化されていく

門間 淑子 議員（市民ネットワーク）

不
登
校
対
策
を

 

早
急
に
強
化
さ
せ
よ
う

質
問
　
保
健
室
登
校
や
別
室
登

校
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
指
導
は
、

ど
う
行
わ
れ
て
い
る
か
。

教
育
長
　
授
業
の
空
き
時
間
の

教
師
や
管
理
職
、
子
ど
も
と
家

庭
の
支
援
員
が
対
応
し
て
い
る
。

質
問
　
主
に
家
で
過
ご
し
て
い

る
子
ど
も
は
、
ど
の
程
度
学
校

か
ら
働
き
か
け
を
受
け
、
教
育

相
談
を
し
て
い
る
か
。

教
育
長
　
保
護
者
と
連
携
し
な

が
ら
本
人
と
の
面
談
等
を
重
ね

「
学
校
と
し
っ
か
り
つ
な
が
っ

て
い
る
」
と
実
感
が
持
て
る
よ

う
対
応
し
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を

 

す
す
め
る
な
ら
合
意
と
準
備
を

質
問
　
授
業
準
備
が
で
き
な
い

ほ
ど
多
忙
な
教
師
や
不
登
校
な

ど
、
現
在
あ
る
大
き
な
課
題
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の

導
入
で
、
ど
う
効
果
を
出
そ
う

と
考
え
て
い
る
か
。

教
育
長
　
こ
の
取
組
み
の
目
的

は
、
保
護
者
や
地
域
住
民
な
ど

が
学
校
運
営
に
参
画
し
、
特
色

あ
る
学
校
づ
く
り
を
行
う
と
共

に
学
校
だ
け
で
は
解
決
し
が
た

い
課
題
の
改
善
を
図
る
こ
と
で

あ
る
。
課
題
の
一
つ
に
教
師
の

多
忙
化
が
あ
り
、
導
入
に
よ
り

一
層
多
忙
化
さ
せ
て
は
な
ら
ず
、

本
来
業
務
に
取
り
組
み
や
す
く

な
る
よ
う
、
英
知
を
結
集
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

買
い
物
困
難
者
へ
の

 
対
策
の
強
化
を

質
問
　
移
動
販
売
車
に
よ
る
買

い
物
支
援
の
具
体
策
は
、
ど
こ

ま
で
進
み
、い
つ
開
始
す
る
の
か
。

市
長
　
移
動
販
売
な
ど
の
事
業

活
動
の
相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
、

積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
。

《Ｑ》保健室登校や別室登校している子どもたちへの指導は？
《Ａ》授業の空き時間の教師や管理職、支援員が対応

市内中学校

浜中 順 議員（日本共産党）
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次
世
代
へ
向
け
た

 

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

上
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

質
問
　
第
二
次
羽
村
市
水
道
ビ

ジ
ョ
ン
に
は
、
令
和
２
年
度
末

時
点
で
法
定
耐
用
年
数
を
経
過

し
て
い
る
管
路
は
全
体
の
26
・

５
パ
ー
セ
ン
ト
と
あ
る
。
そ
の

う
ち
、
多
く
が
昭
和
40
年
以
前

に
布
設
さ
れ
た
石
綿
セ
メ
ン
ト

管
が
羽
村
駅
西
口
土
地
区
画
整

理
事
業
地
区
内
に
あ
る
と
な
っ

て
い
る
。
優
先
的
に
管
種
替
え

は
で
き
な
い
か
。

市
長
　
現
状
の
ま
ま
行
う
こ
と

は
、
多
額
の
二
重
投
資
と
な
り
、

そ
の
後
の
事
業
計
画
全
体
に
影

響
が
生
じ
る
た
め
区
画
道
路
築

造
工
事
な
ど
、
事
業
の
進
捗
に

合
わ
せ
て
、
管
種
替
え
を
進
め

て
い
く
。

質
問
　
財
源
試
算
の
検
討
結
果

に
よ
る
と
、
令
和
６
年
度
に
水

道
料
金
の
改
定
が
必
要
と
あ
る

が
ど
の
程
度
を
考
え
て
い
る
か
。

市
長
　
約
10
パ
ー
セ
ン
ト
の
料

金
改
定
が
必
要
と
推
計
し
て
い

る
。
電
気
料
等
の
上
昇
分
の
料

金
転
嫁
も
併
せ
て
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

質
問
　
下
水
道
使
用
料
は
ピ
ー

ク
時
か
ら
33
パ
ー
セ
ン
ト
減
少

し
て
い
る
。
健
全
経
営
の
た
め

に
も
、
使
用
料
の
適
正
化
を
図

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
令
和
３
年
度
末
の
赤
字

の
累
計
額
は
、
２
億
円
を
超
え
、

事
業
経
営
の
健
全
化
に
向
け
て
、

早
急
に
対
策
を
行
う
必
要
が
あ

る
。
水
道
料
金
と
同
様
、
来
年

度
に
開
催
す
る
使
用
料
等
審
議

会
に
、
そ
の
適
正
化
に
つ
い
て

意
見
を
伺
い
、
必
要
な
見
直
し

を
行
う
。

《Ｑ》下水道使用料の適正化を
《Ａ》必要な見直しを行う

安全な水を供給する羽村市水道事務所

印南 修太 議員（自由民主党創生）

結
局
、
区
画
整
理
事
業
は

 

変
わ
ら
な
い
の
か
？

質
問
　
事
業
の
検
証
に
基
づ
く

方
針
が
示
さ
れ
た
。
市
長
は
公

約
を
達
成
し
た
と
考
え
て
い
る

の
か
。

市
長
　
私
の
公
約
で
あ
る
「
区

画
整
理
事
業
の
検
証
」
は
、「
客

観
性
を
担
保
し
た
組
織
に
よ
り

事
業
の
検
証
を
行
い
、
市
の
方

向
性
を
導
き
出
す
」こ
と
で
あ
る
。

質
問
　「
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な

い
の
で
は
な
い
か
？
」
と
の
市

民
の
声
が
あ
る
。
ど
う
受
け
止

め
て
い
る
か
。

市
長
　
検
証
会
議
か
ら
は
、
専

門
的
な
知
見
に
基
づ
き
、
公
平

公
正
な
視
点
で
提
言
を
い
た
だ

い
た
。
市
は
こ
れ
を
最
大
限
尊

重
す
る
考
え
の
も
と
、
検
討
を

重
ね
基
本
方
針
を
お
示
し
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
質
問
を

 

ふ
り
か
え
り
、
再
度
問
う

質
問
　
学
校
給
食
を
無
料
に
す

る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。
羽

村
市
も
実
施
す
べ
き
で
は
。

教
育
長
　
現
時
点
で
は
、
財
政

負
担
の
観
点
か
ら
難
し
い
。

質
問
　
江
戸
街
道
公
園
の
早
期

整
備
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

市
長
　
土
地
の
購
入
、
活
用
方

針
の
検
討
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問
　「
ひ
き
こ
も
り
相
談
窓

口
・
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置

す
る
べ
き
で
は
。

市
長
　
子
育
て
支
援
課
、
社
会

福
祉
課
が
窓
口
と
な
っ
て
、
通

年
で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
る
。

質
問
　
す
べ
て
の
学
校
へ
の
太

陽
光
パ
ネ
ル
設
置
は
、
ど
う
進

め
ら
れ
て
い
る
か
。

市
長
　
補
助
金
を
活
用
し
、
屋

上
防
水
工
事
と
あ
わ
せ
て
実
施

で
き
る
よ
う
、
検
討
す
る
。

鈴木 拓也 議員（日本共産党）

《Ｑ》区画整理事業は変わらないのでは？との声もあるが
《Ａ》検証会議からの提言を最大限尊重し、方針を示した

羽村駅西口駅前
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◆会派とは、政治上の主義や政策が同じ議員の集まりで、議会活動を行う上での
　基礎となります。

櫻
さくら

沢
ざわ

　　康
やすし

梶
かじ

　　正
まさ

明
あき

高
たか

田
だ

　和
かず

登
と

濱
はま

中
なか

　俊
とし

男
お

中
なか

嶋
じま

　　勝
まさる

富
とみ

永
なが

　訓
のり

正
まさ

西
にし

川
かわ

美
み

佐
さ

保
ほ

石
いし

居
い

　尚
ひさ

郎
お

大
おお

塚
つか

あかね
馳
はせ

平
ひら

　耕
こう

三
ぞう

水
みず

野
の

　義
よし

裕
ひろ

山
やま

崎
ざき

　陽
よう

一
いち

公 明 党 令和かがやき 世　論

印
いん

南
なみ

　修
しゅう

太
た

自由民主党創生

門
もん

間
ま

　淑
ひで

子
こ

 

市民ネットワーク

浜
はま

中
なか

　　順
じゅん

鈴
すず

木
き

　拓
たく

也
や

日本共産党
秋
あき

山
やま

　義
よし

徳
のり

冨
とみ

松
まつ

　　崇
たかし

新�政�会新 緑 会

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

 

に
つ
い
て

質
問
　
学
校
評
議
員
会
と
学
校

支
援
地
域
本
部
制
度
の
課
題
は
。

教
育
長
　
前
者
は
、
学
校
に
よ

っ
て
は
、
評
議
員
と
学
校
と
の

や
り
と
り
が
不
十
分
な
ま
ま
学

校
関
係
者
評
価
が
実
施
さ
れ
た

こ
と
で
あ
る
。
後
者
は
、
い
じ

め
や
不
登
校
、
子
ど
も
と
向
き

合
う
時
間
の
確
保
な
ど
、
よ
り

多
様
な
地
域
の
教
育
力
が
必
要

に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

質
問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
の
導
入
で
そ
れ
ら
の
課
題

に
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

教
育
長
　
協
議
す
べ
き
学
校
運

営
の
課
題
が
的
確
に
取
り
扱
わ

れ
る
よ
う
、
校
長
が
課
題
を
具

体
的
に
提
示
し
た
上
で
、
課
題

解
決
型
の
協
議
の
活
性
化
を
図

っ
て
い
く
。

質
問
　
実
施
に
あ
た
り
市
民
へ

の
周
知
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
必

要
で
は
。

教
育
長
　
地
域
住
民
の
理
解
・

協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。
委
員

会
の
議
事
録
を
公
表
す
る
な
ど

透
明
性
の
あ
る
運
営
に
努
め
る
。

内
申
制
度
の
問
題
点
に
つ
い
て

質
問
　
内
申
制
度
に
ど
う
取
り

組
ん
で
き
た
か
。

教
育
長
　「
評
価
の
規
準
や
方

法
等
を
事
前
に
教
師
同
士
が
検

討
し
明
確
に
す
る
こ
と
」「
評

価
に
関
す
る
実
践
事
例
を
蓄
積

し
共
有
す
る
こ
と
」「
評
価
結

果
に
つ
い
て
の
検
討
を
通
じ
て

教
師
の
力
量
を
高
め
る
こ
と
」

「
生
徒
及
び
保
護
者
に
、
年
度

当
初
に
評
価
の
規
準
や
方
法
等

を
説
明
す
る
こ
と
」
を
指
示
し

て
い
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

羽
村
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業

の
今
後
に
つ
い
て

水野 義裕 議員（令和かがやき）

《Ｑ》コミュニティ・スクールの周知が必要では
《Ａ》情報発信に努め、透明性のある運営に努める

コミュニティ・スクールを導入する市内
中学校

市議会からのお知らせ
羽村市議会の個人情報の保護に関する条例を制定しました

常任委員会の名称および所管を変更します

　個人情報の保護に関する法律の改正に伴い、議会が保有する個人情報の適正な取り扱いに関
し、必要な事項を定めるため、「羽村市議会の個人情報の保護に関する条例」を制定しました。

　社会情勢の変化等に対応し、より効率的・効果的な審査を行うため、常任委員会の名称等を変
更しました。令和5年5月1日からの名称は次のとおりです。
総務委員会（変更なし）、経済委員会⇒環境まちづくり委員会、厚生委員会⇒文教厚生委員会
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令和５年２月１日～令和５年４月30日の主な活動

市議会議員は、定例会や臨時会のほかにも、各々が所属する委員会や一部事務組合等に
関係する会議や視察、研修などにも出席しています。

2月

１日	 ▪�三多摩上下水及び道路建設促進協議会第1
委員会

２日	 ▪�全国市議会議長会基地協議会第105回理事
会

		  ▪�全国市議会議長会基地協議会第86回総会
６日	 ▪�第61回東京都市議会議長会議員研修会（府

中の森芸術劇場）
		  ▪�羽村・瑞穂地区学校給食組合議会定例会
８日	 ▪�令和５年第１回瑞穂斎場組合議会定例会
		  ▪�行政視察受入れ（沖縄県北中城村議会）
９日	 ▪�令和５年第１回青梅、羽村地区工業用水道

企業団議会定例会
13日	 ▪�令和５年第１回西多摩衛生組合議会定例会
		  ▪�西多摩衛生組合議会議員全員協議会
16日	 ▪�東京都市議会議長会理事会
		  ▪�東京都市議会議長会定例総会
20日	 ▪�第１回議会運営委員会
		  ▪�第１回議員全員協議会
		  ▪�西多摩地域広域行政圏協議会審議会
		  ▪�令和５年第１回東京たま広域資源組合議会

定例会
21日	 ▪�令和５年東京市町村総合事務組合議会第1

回定例会
22日	 ▪�令和５年第１回福生病院企業団議会定例会
28日	 ▪�第1回羽村市議会定例会（初日）

3月

１日	 ▪�第1回羽村市議会定例会（２日目）
２日	 ▪�第1回羽村市議会定例会（３日目）
６日	 ▪�一般会計等予算審査特別委員会（補正予算）
７日	 ▪�第1回羽村市議会定例会（４日目）
９日	 ▪�第２回議会運営委員会
		  ▪�第１回総務委員会
10日	 ▪�第１回経済委員会
		  ▪�第１回厚生委員会
14日	 ▪�一般会計等予算審査特別委員会（当初予算）
15日	 ▪�一般会計等予算審査特別委員会（当初予算）
16日	 ▪�一般会計等予算審査特別委員会（当初予算）
		  ▪�第1回羽村市多摩都市モノレール建設促進

及び公共交通対策特別委員会
22日	 ▪�第３回議会運営委員会
		  ▪�第1回羽村市基地対策特別委員会
23日	 ▪�令和５年第１回羽村市土地開発公社評議員

会
24日	 ▪�第１回羽村市議会定例会（最終日）
		  ▪�第４回議会運営委員会
		  ▪�第２回議員全員協議会
27日	 ▪�第２回広報委員会

4月

５日	 ▪�東京都市議会議長会監事会
10日	 ▪�第３回広報委員会
12日	 ▪�行政視察受入れ（島根県益田市議会）
14日	 ▪�東京都市議会議長会正副会長会議
25日	 ▪�東京都市議会議長会理事会・臨時総会
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しぎかいカレンダー
●第2回定例会（6月）の予定●

羽村市公式サイト
 https://www.city.hamura.tokyo.jp/

議会を見よう！知ろう！
～次の定例会は6月～

以下の方法で議会をご覧いただけます。

議場で傍聴　ライブで！
感染症対策により、傍聴者の健康を守る
観点から、議場にお越しになる際は、咳
エチケットや手指消毒などのご協力をお
願いします。
傍聴の受付は、4階議会事務局で行って
います。

1

ケーブルテレビで生中継
多摩ケーブルネットワーク（TCN）で、本会
議の様子を生中継でご覧になれます。放
送日は横のカレンダーをご参照ください。

2

会議録で読む
会議終了後2か月程度で会議録ができあ
がります。冊子または、羽村市公式ウェ
ブサイトから見ることができます。

4

インターネットで録画中継
開催日の3日後（土・日曜日、祝日を除く）
から、インターネットで録画中継を見る
ことができます。

3

■陳情〆…請願・陳情の6月定例会審議予定分の締切
■議　運…議会運営委員会
■常任委…常任委員会（総務、環境まちづくり、文教厚生）
■予特（補正）
…一般会計等予算審査特別委員会（令和５年度補正予算）
※会議の予定は変更になる場合があります。
　詳細は議会事務局までお問合せください。

	 日	 月	 火	 水	 木	 金	 土

25	 26	 27	 28	 29	 30	

議運
　　

本会議

18	 19	 20	 21	 22	 23	 24	

常任委
予特
（補正） 常任委

　
３
月
定
例
会
で
は
、
令
和
５
年
度
予
算
を

審
議
し
議
決
し
ま
し
た
。
依
然
、
財
政
状
況

が
厳
し
い
中
、
議
員
が
市
民
の
皆
さ
ま
の
声

を
受
け
、
質
疑
を
行
い
討
論
を
交
わ
し
、
議

決
し
た
予
算
で
す
。
ま
た
、
教
育
行
政
に
か

か
わ
る
新
規
条
例
な
ど
重
要
な
議
案
も
審
議

し
、
議
決
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
で
は
、
各

議
員
が
市
政
に
対
し
、
熱
の
こ
も
っ
た
質
問

を
行
い
ま
し
た
。
今
後
の
市
政
に
ど
う
反
映

さ
れ
て
い
く
か
確
認
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
、
全
議
員
が
任
期
満
了
を
迎
え
、

現
在
の
広
報
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
の
編
集

は
最
後
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も「
わ
か

り
や
す
い
」「
読
み
や
す
い
」「
親
し
み
や
す

い
」議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。�

�

（
櫻
沢
）

【広報委員会委員】
　冨松　崇（委員長）
　山崎　陽一（副委員長）
　櫻沢　康　　　浜中　順
　大塚　あかね　西川　美佐保
　石居　尚郎　　濱中　俊男

11	 12	 13	 14	 15	 16	 17	

本会議本会議 本会議 本会議

4	 5	 6	 7	 8	 9	 10	

議運
　　 　 　

	 	 	 	 6 /1	 2	 3	

陳情〆
　 　　 　




